


















青 柳 勝 行
理 字 博 士
第 5 4 3 6 干Eコヲ
昭和 56 年 9 月 30 日












非反応性 2 次イオンの生成の反応速度定数を理論的に導出した。この結果は Acetonitr ileのイオン一
分子反応の反応速度定数の測定によって検証された。
lsobuteneの放射線誘導重合反応、の開始種である陽子付加分子イオン (C 4 H9+) の生成過程をイオン
サイクロトロン二重共鳴法によって研究した。 C4 H/生成には分子イオン以外にも C2H/, C3 H3+, 
C3 H s+等のフラグメントイオンが関与している事を示し，重合反応の開始機構を明らかにして， C4 H9+ 
の強いスペクトルの起因を説明することができた。
Benzeneのマススペクトルの中に存在する安定な Cyclopropeny 1 カチオン (C3 H/) の生成機構を
研究した。 Benzene と Benzene-d6 の混合系でC3 HD2+の生成が観測された。二重共鳴スペクトルの定
量的解析により， C3 Hれま C6 H7++C6 H6 • [C 6 H7+ -C6 H6"] → C3 H3+のイオン一分子反応によって

























ある C3 Hょが，ベンゼン分子とベンゼンイオンの反応により生成する σ 型の二量体イオンを経由する
ことを明らかにした。
このようなイオン一分子反応に関する知見は気相中の素反応論において重要であるのみならず気相
放射線化学反応，有機物のマススペクトルの解釈にわける重要な基礎的知見としてもその有用性が評
価されている。従って本論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認められる。
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